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潜在的カリキュラムとは何か

1991年 11月下旬、私たちは、米国カリキュラム

学者マイケル• W ・アップル氏を迎え、討論会を

開催しました。アップル氏は、特に「潜在的カリ

キュラム」の分析家として知られています。彼は、

アメリカにおける経済・人種・性による社会的不

平等の問題との問連で分析を展開しています。そ

しぷ．、このような不平等の生成において、学校カ
リキュラムとそれに付随して生まれる潜在的カリ
キュラムが果たしている役割が非常に大きいもの

であることを明らかにしています。

討論会では、特にこの潜在的カリキュラムの問
題に関心が集まり、いったいそれはどのような意

味を持つのか質問が集中しました。アップル氏の
説明では、潜在的カリキュラムとは、学校の公的
なカリキュラムとは離れて、あるいは、それに関

連して子どもたち自身が創り出す、もう一つの規

範なり、・価値なりを含む文化です。例えば、子ど
もたちは．漢字を学ぴますが、それが、この漢字
はどう書くとか、あの漢字はどう読むのかという

ような内容そのものに関わることであれば、知る

喜びとか、世界の広がりに対する喜ぴというよう

なものがあるでしょう。けれども、ひとたび、こ

のような漠字の出来・不出来というようなことが

他の子どもたちと比べてみてどうかというような

問題に入ってくると、この漢字が出来る出来ない
という事柄は、全く達った意味を持ってきます。

それは、漢字が出来ることからくる自信とかいう

ようなものではなく、他の人に対する優越感、あ

るいは逆に、劣等感というようなものにとってか

わられます。

このように他者との関わりの中で生まれる個々

人の主観的意識というものが、私たちの生活世界

の中で、実に多様に織りなす文化を創り上げてい

ます。例えば、どこどこの学校の生徒は、気取っ

ているとか、どこどこの学校の生徒は、派手だと
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かいうように｀個々人の特性の違いとはなれ、学

校の持つ特性についての一般的な評価が自然発生

的に生じたりします。それは、俗に学校の評判な

どと言ったりしておりますが、私たちは、このよ

うな評判に対して、学校がそうであるからとか、：．

まるで学校が自分の特性をすべて決めてくれるよ

うな気持ちになったりします。しかし、それは、

学校がそうするのではなく、本当は学校がそうで

あると信じ込み、私たち自身や子どもたちが自分

でそうなるよう形造っていたりします。文化とは

このようにテレビや新囲や雑誌などが形成してく

れるのではなく．私たち自身が積極的に参加して

はじめて成り立つのです。潜在的カリキュラムは

主観的な意識の集合の結果生まれる文化です。例

えば、暴走族のような「文化Jは、．学校文化に対

する積極的な反発と自分たちの自発的な手作りの

文化への積極的な参加を意味しています。その中

には｀学校では得られない生への緊張感、独自の
言語使用による仲間との連帯感などがあります。

また、例えば~子どもたちが積極的に固わってい

く漫画文化（最近は大人もそうですが）や、ロッ

ク・ミュージックヘの熱中など、いろいろな形が I•

あります。 • 

アップル氏は、このような潜在的カリキュラム

をあからさまに暴き出すことによって、子どもた

ちが、単純に算数や英語や社会科や理科などを学

んでいるのではないことを指摘したのです。子ど

もたちが学んでいるのは、学校への反発や学校の

成績評価に対して喜んだり、悲しんだりすること

なのです。私たちがこのようなカリキュラムの存

在に気づき、画ー的なカリキュラムに対して、個

々人がどのような意味づけをしているのかを吟味

できるならば、このカリキュラムを積極的に個性

化教育の実践の中に生かすことが出来るようにな

るでしょう。
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．•今回はアメリカ．ーウィスコンシン大学9) アッブ
ル教授をお招差して、主にミルウォーキーでなさ
れt：いる教育実践と評価0) あり方について講?Ii[、.
質疑という形で進められた。参加者は事務局のメ

ンパーを含めで2 1 名で、ゼミのような形式で行

われたo、J<l.: 00から l !'i : 00という予定だったが、
途中体憩も含めて 17 : 00過ぎまで括し合いに熱が
入った。先生も腰の具合があまり良くなく、座っ
ているのが苦痛だと酋いながらも熱心に括をして

下さったb

評価のしかたには伝絃的に 2 つの方法がある。

ひとつは厳格なやり方で、ここまでやったのだか

ら、ここまでできなければならないという方法。
もうひとつの方向は民1拉．的、進歩的なやり方で、
ボートフ‘オーリオといわれる、子ども••一人ひとり
に）：きなファイルを作っていく方法であう、0;,iiii者、
は襟準テストに依拠するものだが、後者ばそれと
反対の方向で、•テストだけで評価するのではなく

•I 創造性をもみてとれるものだということである。
ファイル0)・中には技術的な作品、テスト、 VT R: 
などが入っていぷ。これをつみ狙ねていって評価

をしていこうというもの応即ちヽ・代をみる評価

であがしかし、すぺてがポートフォーリオで評
価す：．るわけではなく、目的を考えて、何0)ために

評価忍・するのか、カリキュラム全体にかかわって
くる 1店］煩であるという話があった。

この後、テストの良い悪いで評価をすべきでな

いことから、ヒドウンカリキュラムの話まで議論

i:t及んだのだった。 . iふ：

;''I c;''1 • 

三三二三三三三三ニニロ
今年の秋も、私たちの会に屈する学校の研究発． 昨夜退くまで準備をしたみこし、大うちわ、ま

認が全国で続いたpうれしい限りてある：しか・＇＾ とい、そしてデコマス。参観者一人ひとりに、肥
も、本年は中学校でもこの傾向が見られ、•IIｧftti 9 ・料の空き袋で作ったちゃんちゃんこがプレゼント
移り変わりを感じざるをえない；． ．、， された． ; 

,.  •'1.,..と

・、全部の学校し7．ついて紹介することができないの 子どもたちの自治組撤である I,おがわ．；っ子独立
が残念であるが、•以下、ここにい＇くつかり消澤¢)‘・，． 町 （児咽会）は、；：環墳問閑に取り組み、YJWF 
研究発炎会の様：fを紹介する。• ‘ ー の会員としても活動をし｀ている。

ブ x. 7、ティパルは、．その独立国のメイン・的行出
”・♦皿琴区旦匡L IUf •I l3 日（日） で、日岱；の学·翌•生活0.)県大成として位器づけら

強風0)中で、第 13回「おがわっ ••r··プニズティバ
ル•91」が行われた。公鼎されたのは初めてであ

る。

れている。

エネルギッシュなおがわっ子の姿をみることが

でさた。
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おがわっ子フェスティパ｝レ•91

♦凪中学校（横手市） 10月 18日（金）

中学校で行なわれた研究発表会の一つc

ここで特に注目されたのは、ワーク・スベース

を使っての数学科のティーム・ティーチングの1登

業であった。個別指辺になった部分を 3 人の教師

で指導にあたっていた。到述度によるグループ分

けを行っているが、コンピュータやテレピなども

使い、適性に応じた指iりを行っていた。

また、理科では廊下↓こまで実験装囲を設定し、

課皿ll学習が行われていた。

他の教科の実践にもそれぞれ上夫されたところ

が多くあり、 400 名近い参加者の共感をさそっ

I ここ~'\_'iiL l l fl l Fl （命）
斡国私立小学校長会のメンパー 4 0 名と共に、

研究発表会に参加した。

廊下部分と特別教室や、 1湖店室の1iil の壁を取り

払い、オープン・スベ—•スを構成しているユニー

クな学校である。郎分的な改條としてもモデル・
ケースである n

また、生活科を中心に． 3 廿屯吐にも総合学習

を屈成し、浅践し（いることも特色である＾ ；祈うた
しとばかりに展開される授焚は、制味もi1'< 4バり

ばかりであった，＇

♦原道小学校（埼玉臥）‘こ 11 月 22日（金）

，；沃利根町（栗栂駅j.、9屯‘$,、上野から 45 分でつく
近い所である。•町は這2 、 3'紺埠校ほど·如；
ープン・スク~)レを建てている＇。旅追小学校ぽ、9
その一•つである。オープン・スペ・ースとコンピュ

ータをうまく組み合わせて、算数科の研究にのぞ

んできている u 生活科や社会科などにも、今後は

研究をl成開していくとのことである。

＋訟阪市，＇ぽ＼―-•小学校（三阻県） 11月 281 ·l （木）

Iひとりひとりの個性・能力を伸ばす学籾指祁0)

あり方」を研究主迎に、生活科では子どもの興味

•関心、地域性を直視した課姪別の体験活動が、

理科では (3~6学年）、問題解決の過程を荼本

にしながら、一斉一個別（自由進度学習．順
序選釈学習）形態による学習活動が公開された。

約 350名の県内外からの出席者に囲まれ、全

体会・分科会も盛会であった。なお、第 2 7回三•

祖県小学校理科教育研究大会も同時開催された。

い芦軒小学校（釧路叩
...,.. 
.、J i·平組（木）

• •ず＇北海道にば帝広市の花園小冷屯泣及ように古く
ごベ・ヘ、＇

からのオープン・スクールがいくつかある。

芦野小学校11. 3 年前に 1俯校した新しいオープ
．，蜘··

ン・入クールの—·つであ、るが、空知地方や北見市
．栴広市などから 400 名近い参加者があったこ

とはf:fl象的であった。実践の特色は、し惰徹底したテ
ィーム・ティ一ーチングに•あり、なしにより先生方が
仲良く研究し、授業を村っている姿がうれしかっ
た。私たちの会に参加していだだくと同時に、逍

北地けのモデル校になってほしい。

[ •:: ：｀忍 L`.；心；謁；；Fしh`f喚

♦ 朝日.,, •丘小学校ー (/!Ihur、bl_ t l )"l 2 JL]（木 l

数年前1閑校したifiに行さ、，活をさせていただい

ている。その後、どうなったのかなと見I，っていた

ところ、新しい校艮0) もとに研究会を開くという °“―9.■:It.'三—·—m---―rlII●m•一,.,. -. 

ことで、む：んで行かせていただいた。期待にたが

わぬ窪派な研究実践で、 400名近い参加者を魅
了した., ~iJl H IJ 

, ——-- • - ----•一・-------------
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芦野小学校にて

♦堕墾坐紐（東京都） ］ 1 月 2 !l Fl （金）
この l 、 2 年、東京にあるオープン・スタール

の発表がなく淋しい気がしていたのであるが、今

回、精部小学校で全国から 3() 0 名を越える参加

者を渠めて研究発表会が淵かれ、大変始しく思わ
れたり研究内容も一段と深まり、 「自ら学ぷ子を

育てる学習束坦づくり」であった。教師中心の指

親では「自ら学ぷ子」は育たないというのが私た

ちの主張である~ • f-どもたちが自ら（仇きかける学

営瑛境を用意することによって． 「自ら学ぷ力」

を育てたい(J)である。教師の役割は、子ど•もたち

の学器＇活動を支援することにある，、この原理的な
転換なしに．オープン・スクールは成立しない。

それにしても．妬しい一 El であべ9 た。

•建小学校（福岡黙） II 月 ;~9 日（金）

「自己教百）］の脊成をめざ4教育課程0)迎用に関
する研究jを・ヒ題に、契約学習（チャレンジタイ

I ム）、総合学習（生活科）、単元内自由進l兵学判
（理科、体育算数）、及び無学年制治翔学腎．

I ふ文字と数のはげみ学習）が投菜公開された，．！屎
内外から約 2 0 0 名の出席者があったっ

l ．．．：生活科と単元内自由進度学習に分かれた分科会
1 1:は、その悠森進め方等をめぐって白熱した議

• I 節が展淵された。
ぇ
ざ＇

.、=

＊年度の会質（個人：i0()(l円、団体 bu()()}1.1).
．＇·禾納の方は，至急納入願いますじ

I:] :)] : :: :孟；; •（はi:1:ふ咀

閲・扇戸；vヽ累
島函繹躙幽噸疇如蜘祉l

(.) 長い問の本連盟の熙案事項であり願いだった

「個性化教育ハンドプック」と「日本のオープ
ンスクール・個性化教育実践校ガイドブック」

が、やっと印刷発行0)辿びとなりました。・

全 1国の会員の方々に執箪をお厠いいたしまし
たところ、たくさんの会貝の方々から、承諾の

お返串をいただきました。ありがとうございま

した．共に．年明けには発行の予定です。

「個性化教脊ハンドブック」は、学隔書房か

ら発刊されます。．「ガイドプック」は、本連盟

会誌の臨時増刊号として発行することになりま

す。発行の際にはご案内いたしますので、ご賂

読くださいますようお願いいたします＾
() この秋、節国の先生が 1 2 名、本辿盟に加入

されました。今まで、困際会員は韓国の方2 名

と海外の日本人学校の方や留学されている方の

3 名だけでした。斡国では、独自の研究会を持

つなどの研究が始まっており、斡国の会貝の方

も増え、i胤外にも広がる個性化教育の大きな流

(]]雲：ビ｀｀ご亭贔｀言夏宣］］三I三戸／：）ー：：I 
。
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